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生成AIの活用でFMEAの作成期間とリソースを劇的に削減

ビジネスガレージ株式会社 佐野忠
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ビジネスガレージ株式会社
Business Garage, Inc.

開発の

プロセスを、

形式知に。

設立: 2017年9月 / 資本金: 1,000万円 / 所在地: 千葉県柏の葉キャンパス

www.bgarage.co.jp

日本の開発現場が抱える課題

✓ 品質が人に依存する

✓ ノウハウが組織に残らない

✓ 属人的なプロジェクト運営

✓ 改善活動が定着しない

個人の経験を、

組織の力へ
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現場に伴走し、

自立した組織づくりを支援

www.bgarage.co.jp

ビジネスガレージ株式会社
Business Garage, Inc.

主な支援領域

Automotive SPICE適合コンサルティング

プロジェクトマネジメント支援

海外サプライヤー品質改善

技術コンサルティング

トレーニング・教材開発

ビジネスガレージの特徴

✓現場経験豊富なコンサルタント

✓認証取得がゴールではない

✓お客様と一緒に汗をかく伴走型支援

✓お客様の自立を支援

開発現場の課題 プロセスの見える化 改善の定着 自走できる組織
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2.発表の背景

お客様より
『過剰な工数をかけないFMEA作成手順を検討したい』とご相談をいただきました。

FMEA (故障モード影響解析：Failure Mode and Effects Analysis) とは？
FMEAの目的
✓ 製品・プロセスの潜在的な故障を体系的に洗い出し
✓ 故障原因・影響を分析し、リスクを定量化
✓ 重大リスクを優先的に対策 → 安全・品質を確保
実施しない場合のリスク
✓ 市場での重大不具合発生
✓ リコールや人身事故 → 信頼失墜・巨額損失
✓ 後戻りコストの増大
まとめ
✓ FMEAは「予防的品質保証」の中心ツール
✓ トラブルを未然に防ぐ “先手の安全網”

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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3.現場の課題：FMEAは専門性・工数・レビュー負荷の3点で行き詰まる

実際の現場は、以下のような課題を抱えています。
⚫ 属人性の高い分析

FMEAには高度な専門知識が必要であり、成果物の質が担当者のスキルや経験に
左右されやすく、再利用性やナレッジ共有が難しくなる傾向がある。

⚫ 工数過多
故障モードや影響、対策を網羅的に記述しようとすると、高機能なシステムほど膨大なセル数の
FMEA表を作成する必要があり、作成工程に数週間を要する。

⚫ レビューが非効率
FMEAの信頼性を担保するためには有識者によるレビューが必要であり、調整と討議に相当の時間がかかる。

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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4.FMEA作成プロセス

FMEA作成プロセス

従来のFMEA作成プロセス

入力データの洗い出し

故障モード抽出

故障原因抽出

故障の影響分析

故障の検出方法検討

RPN（リスク優先度）算出

安全機構検討

FMEA表作成

レビュー・指摘対応

タスク 作業内容 やりすぎあるある

入力データの洗い出し 製品やプロセスの構成要素、機能、入出力情報などを整理 関連性の低い資料まで参照した結果、情報が過多となり分析
対象が不明確化。 そのため、FMEAで検討すべき重点項目や
リスクの焦点が定まらなくなっている。

故障モード抽出 どんなふうに壊れるか（Failure Mode）を洗い出す 現実には起こりそうもない故障まで列挙

故障原因抽出 なぜその故障が起こるのか（Cause）を特定する 原因を深掘りしすぎて、「予防策を考える」という本来の目的が
見えない

故障の影響分析 その故障が起きたとき、どんな影響があるか（Effect）を評価す
る

影響の連鎖を考えすぎて、どんどん飛躍してしまう

故障の検出方法検討 故障をどうやって見つけるか（Detection）を検討する 検出できない故障を無理に検出しようとする

RPN（リスク優先度）
算出

リスク優先度を計算し、優先順位をつける 「点数の正確さ」にこだわりすぎて、1点の違いを何時間も議論

安全機構検討 故障を防ぐための設計上の工夫や対策を検討する 「安全機構は多ければ多いほどいい」として、過剰な設計になる

FMEA表作成 これまでの情報を整理し、FMEA表としてまとめる “見栄え”を意識するあまり、中身よりも体裁が優先されてしまう

レビュー・指摘対応 FMEA表を関係者でレビューし、指摘があれば対応する FMEA表の詳細な記載をレビュアーに説明したり、討議するため
に相当の時間と調整が必要

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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4.FMEA作成プロセス

FMEA作成プロセスの「やりすぎあるある」代表例
⚫ 対象を広げすぎる

► 関連性の低い資料や非現実的な故障まで対象化

⚫ 分析を深掘りしすぎる

► 原因分析や影響連鎖が目的化

⚫ 評価の細部にこだわりすぎる

► RPNの1点差や表の体裁に時間を費やす

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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4.FMEA作成プロセス

レビュー観点（例）とやりすぎあるある
タスク レビュー観点 やりすぎあるある

入力データの洗い出し • FMEA対象範囲を網羅する最新データ（要求仕様・設計情報・安全要
求・過去不具合）が揃っているか

• 要求仕様と設計情報が紐付いており、リスクを追跡できる状態になっている
か

• 関連部門の知見やAIでは取得できない暗黙知を反映し、不足情報が明確
になっているか

関連性の低い資料まで参照した結果、情報が過多となり分析対象が不明確
化。 そのため、FMEAで検討すべき重点項目やリスクの焦点が定まらなくなって
いる。

故障モード抽出 • 機能起点で抽出されているか
• 部品故障ではなく機能喪失になっているか
• 機能漏れがないか

現実には起こりそうもない故障まで列挙

故障原因抽出 • 真因レベルまで分析されているか
• 設計起因の原因になっている

原因を深掘りしすぎて、「予防策を考える」という本来の目的が見えない

故障の影響分析 • 顧客影響、安全影響まで分析されているか 影響の連鎖を考えすぎて、どんどん飛躍してしまう

故障の検出方法検討 • 設計段階で検出可能か・具体的な検証方法があるか 検出できない故障を無理に検出しようとする

RPN算出 • S/O/Dの根拠が明確か・評価基準と整合しているか 「点数の正確さ」にこだわりすぎて、1点の違いを何時間も議論

安全機構検討 • フェールセーフになっているか・単一点故障を考慮しているか 「安全機構は多ければ多いほどいい」として、過剰な設計になる

FMEA表作成 • 原因→故障モード→影響の論理が成立しているか・記載ルールに従っている
か

“見栄え”を意識するあまり、中身よりも体裁が優先されてしまう

レビュー・指摘対応 ・指摘反映漏れがないか
・変更による新リスクが発生していないか

FMEA表の詳細な記載をレビュアーに説明したり、討議するために相当の時間
と調整が必要

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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生成AI活用のFMEA作成プロセス

生成AI活用のFMEA作成
プロセス

入力データの洗い出し

プロンプト設計

生成AIによるFMEA初期案
生成

レビュー・指摘対応

自社FMEAナレッジへAI学
習

4.FMEA作成プロセス：候補生成の大部分をAIへ移し、人はレビューと判断に集中する

タスク 作業内容 生成AIを活用するメリット

入力データの洗い出し • 製品やプロセスの構成要素、機能、入出力
情報などを整理

過去に生成AIを活用してFMEA作成していれば、
ナレッジベースで設計ノウハウの自動適用による
FMEAの品質底上げ

プロンプト設計 • 入力データを生成AIに取り込ませるための
文脈作成

• FMEA作成プロセスの制約など、必要条件
をプロンプトに設定

プロンプトの条件に従ったFMEA作成が可能

生成AIによるFMEA初期案生
成

生成AI実行によるFMEA生成のステップ 従来FMEA作成に没頭していた時間を別の作業
に割り当てられる

レビュー・指摘対応 FMEA表を関係者でレビューし、指摘があれば対
応する

レビュー観点を「ゼロからの作成」から「AIたたき台
の確認」へシフト

自社FMEAナレッジへAI学習 生成AIの作成したFMEAを自社ナレッジベースへ
登録

自社のFMEAナレッジを構築でき、設計資産の
再利用性が高い
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4.FMEA作成プロセス：品質保証担当者の仕事は「作成」から「判断」へ移る

AI適用による品質保証活動の変化
⚫ 今回の取り組みで最も大きく変わったのは作業分担です。

⚫ 従来は分析も整理もすべて人が実施していました。一方でAI導入後は、故障候補や影響候補の生成をAI
が担当し、人間はレビューと判断に集中できるようになりました。役割は減ったのではなく、より上流の判断業務
にシフトしたと言えます。

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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4.FMEA作成プロセス：従来のFMEA手順をプロンプト化し、出力の一貫性を高めた

プロンプト設計の工夫
⚫ 従来プロセスを分解して指示しています。

⚫ 今回の工夫は、従来FMEA手順そのものをプロンプト化したことです。AIに自由回答させるのではなく、従来の
品質保証プロセスをAI上で再現しました。その結果、出力の一貫性が向上しました。

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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お客様のご相談に対するFMEA作成事例
生成AI活用のFMEA作成プロセス

入力データの洗い出し

プロンプト設計

生成AIによるFMEA初期案生成

レビュー・指摘対応

自社FMEAナレッジへAI学習

5.作成事例：公開情報だけでもFMEAの初期案を生成できた

• FMEA作成試行データ
弊社環境での試行であるため、お客様のシステムデータ
は取り扱わず、お客様の開発対象に近いシステムを
公開特許から選出

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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お客様のご相談に対するFMEA作成事例
生成AI活用のFMEA作成プロセス

入力データの洗い出し

プロンプト設計

生成AIによるFMEA初期案生成

レビュー・指摘対応

自社FMEAナレッジへAI学習

5.作成事例：システム構成・機能・入力信号をFMEA生成の前提情報とした
ソフトウェア品質シンポジウム2026
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お客様のご相談に対するFMEA作成事例
生成AI活用のFMEA作成プロセス

入力データの洗い出し

プロンプト設計

生成AIによるFMEA初期案生成

レビュー・指摘対応

自社FMEAナレッジへAI学習

5.作成事例：故障パターンを6種類に限定し、分析範囲の拡大を防いだ

➢ 以下の処理ブロック図、機能概要を参考にFMEAを作成したい

➢ 入力となるアナログ信号の故障想定ケースとして、以下の6パターン
① 範囲外 ② 反転 ③ 信号が強い（2倍）④ 信号が弱い（1/2）
⑤ 不安定 ⑥ 通常範囲で固定

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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お客様のご相談に対するFMEA作成事例
生成AI活用のFMEA作成プロセス

入力データの洗い出し

プロンプト設計

生成AIによるFMEA初期案生成

レビュー・指摘対応

自社FMEAナレッジへAI学習

5.作成事例：生成AIは入力情報からFMEAの初期案を生成した
ソフトウェア品質シンポジウム2026
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お客様のご相談に対するFMEA作成事例
生成AI活用のFMEA作成プロセス

入力データの洗い出し

プロンプト設計

生成AIによるFMEA初期案生成

レビュー・指摘対応

自社FMEAナレッジへAI学習

5.作成事例：AI出力はそのまま使えないが、通常検討にない候補も提示した

生成されたFMEAに対するお客様の評価結果
⚫ マイナス評価

「読むとそれらしいが、詳細確認すると物理を無視した分析」と思われる
FMEAの結果がいくつか含まれている。
⇒ プロンプトを見直し、FMEA出力結果を補正

⚫ プラス評価
通常の検討で導出できないような故障モードと影響も出力される。この
点は生成AIの活用が有効だと思う。

⚫ 総合評価
FMEA生成の有効性と工数削減効果は明らか。
ナレッジを蓄積し精度を高めることで、実務適用できる可能性が高い。

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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お客様のご相談に対するFMEA作成事例
生成AI活用のFMEA作成プロセス

入力データの洗い出し

プロンプト設計

生成AIによるFMEA初期案生成

レビュー・指摘対応

レビュー済みFMEAのナレッジ化・
AI参照

5.作成事例：レビュー済みFMEAを組織ナレッジとして蓄積・再利用する

➢ 今回想定しているのは、必ずしもAIモデル自体の再学習ではありませ
ん。レビュー済みFMEAを社内ナレッジとして蓄積し、次回の分析時に
検索・参照させる運用を含んでいます。

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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活用の効果・提供価値

従来のFMEA作成プロセス

入力データの洗い出し

故障モード抽出

故障原因抽出

故障の影響分析

故障の検出方法検討

RPN算出

安全機構検討

FMEA表作成

レビュー・指摘対応

生成AI活用のFMEA作成プロセス

入力データの洗い出し

プロンプト設計

生成AIによるFMEA初期案生成

レビュー・指摘対応

レビュー済みFMEAのナレッジ化・
AI参照

6.効果：初期案生成は確認できたが、社内ナレッジ連携は今後の構想である

今回確認できたこと
• FMEA初期案の生成
• 故障モード候補の提示
• 影響・対策候補の提示
• 表形式の整理

今後の拡張構想
• 社内ナレッジ検索
• 過去のFMEAとの照合
• 評価ルールに基づくRPN算出支援
• レビュー履歴の再利用

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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活用の効果・提供価値
従来のFMEA作成プロセス

入力データの洗い出し

故障モード抽出

故障原因抽出

故障の影響分析

故障の検出方法検討

RPN算出

安全機構検討

FMEA表作成

レビュー・指摘対応

生成AI活用のFMEA作成プロセス

入力データの洗い出し

プロンプト設計

生成AIによるFMEA初期案生成

レビュー・指摘対応

レビュー済みFMEAのナレッジ化・
AI参照

6.効果

FMEA作成プロセス 従来プロセスの課題 生成AI活用プロセスの対応

故障モード抽出 熟練者の経験に依存
過去のFMEAデータ、設計図、

仕様書から候補を支援

故障原因抽出 部門横断で議論
既知の原因パターンやナレッジ
ベースと照合し原因候補を提

示

故障の影響分析 会議で定性的に議論
類似事例やテレメトリデータから

影響候補を提示

故障の検出方法検討 部門横断で議論
既知の検出パターンやナレッジ

ベースと照合し自動提案

RPN算出 担当者が手作業で入力
センサーデータやリスク評価ルー

ルに基づく算出を支援

安全機構検討 熟練者の経験に依存
効果的だった過去の対策を推
薦する過去事例から対策候補

を提示する構想

FMEA表作成 担当者が手作業で作成
希望データ形式で生成AIが

たたき台を生成

レビュー・指摘対応 レビュー対象が詳細で広範囲
AIたたき台をチェックする

観点でのレビュー

従来のFMEA作成プロセス課題に対する生成AI活用プロセスにおける対応

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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活用の効果・提供価値

6.効果：今回の試行ではFMEA作成時間を80時間から4時間へ削減した

評価項目 従来のFMEA作成プロセス 生成AI活用の作成プロセス 改善効果

FMEA作成時間 80時間（10日間） 4時間
▲95％

（開発対象の複雑度に依存）

レビュー・指摘対応時
間

16時間 4時間
生成AIが出力したたたき台に対

してレビューを行うスタイル

分析網羅性 担当者依存 FMEAナレッジベース
過去資産の再利用、

属人化、ヒューマンエラー防止

再利用性 低い 高い（ナレッジベース） 自社FMEAナレッジを構築

生成AI活用プロセスの改善効果

当社試行環境における参考値。対象システム、入力情報、分析範囲、評価基準により効果は異なる。

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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6.効果：品質保証担当者の仕事は「分析作業」から「品質判断」へ移る

生成AIによる品質保証活動の変化

品質保証観点 従来 生成AI活用後

見落とし防止 担当者経験に依存
過去事例を含む候補を網羅的
に提示

属人化の低減、ヒューマンエラー
防止

分析品質が担当者で変動 一定品質のたたき台を生成

レビュー品質 抜け漏れ確認中心 妥当性・安全性確認へ集中

ナレッジ共有 個人に蓄積 組織ナレッジとして活用

若手育成 OJT依存 分析観点の学習支援

生成AIの価値は工数削減だけではない。 品質保証担当者が「分析作業」から
「品質判断・リスク判断」に集中できるようになり、品質活動全体のレベル向上につながる。
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7.まとめ

AIに作らせ、人が疑い、重大リスクを判断する

1. FMEAの目的は重大リスクの未然防止
• 表を埋めることではなく、重要な故障と対策の判断に時間を使う。

2. AIはFMEA初期案の作成を加速する
• 故障モード、原因、影響、検出方法、対策候補を短時間で提示する。

3. 最終的な妥当性と安全性は専門家が判断する
• レビュー済みの結果を組織ナレッジとして蓄積・再利用する。

AIには作らせる。しかし、判断は任せない。

ソフトウェア品質シンポジウム2026



marketing@bgarage.co.jp

https://www.bgarage.co.jp

お問合せは下記までお気軽にご連絡ください

marketing@bgarage.co.jp

https://www.bgarage.co.jp

ビジネスガレージ株式会社   コンサルティング事業部
〒 277-0871
千葉県柏市若柴178番地4 柏の葉キャンパス148 街区2 KOIL ４階
TEL 04-7186-6537

ソフトウェア品質シンポジウム2026

mailto:marketing@bgarage.co.jp
http://www.bgarage.co.jp/

	スライド 1: 生成AIの活用でFMEAの作成期間とリソースを劇的に削減
	スライド 2: 目次
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5: 2.発表の背景
	スライド 6: 3.現場の課題：FMEAは専門性・工数・レビュー負荷の3点で行き詰まる
	スライド 7: 4.FMEA作成プロセス
	スライド 8: 4.FMEA作成プロセス
	スライド 9: 4.FMEA作成プロセス
	スライド 10: 4.FMEA作成プロセス：候補生成の大部分をAIへ移し、人はレビューと判断に集中する
	スライド 11: 4.FMEA作成プロセス：品質保証担当者の仕事は「作成」から「判断」へ移る
	スライド 12: 4.FMEA作成プロセス：従来のFMEA手順をプロンプト化し、出力の一貫性を高めた
	スライド 13: 5.作成事例：公開情報だけでもFMEAの初期案を生成できた
	スライド 14: 5.作成事例：システム構成・機能・入力信号をFMEA生成の前提情報とした
	スライド 15: 5.作成事例：故障パターンを6種類に限定し、分析範囲の拡大を防いだ
	スライド 16: 5.作成事例：生成AIは入力情報からFMEAの初期案を生成した
	スライド 17: 5.作成事例：AI出力はそのまま使えないが、通常検討にない候補も提示した
	スライド 18: 5.作成事例：レビュー済みFMEAを組織ナレッジとして蓄積・再利用する
	スライド 19: 6.効果：初期案生成は確認できたが、社内ナレッジ連携は今後の構想である
	スライド 20: 6.効果
	スライド 21: 6.効果：今回の試行ではFMEA作成時間を80時間から4時間へ削減した
	スライド 22: 6.効果：品質保証担当者の仕事は「分析作業」から「品質判断」へ移る
	スライド 23: 7.まとめ
	スライド 24



